
2021年3月24日

実行委員：田中雅士(早大,実行委員長),南野彰宏(横国大), 池田一得(ICRR), 
竹田敦(ICRR), 岩田圭弘(原研), 伊藤主税(原研), 市村晃一(東北大)

「第七回極低放射能技術」研究会



• 新学術領域「地下から解き明かす宇宙の歴史と物質の進化」
のD01班計画研究「極低放射能技術の最先端宇宙素粒子研究へ
の応用」主催の研究会

• 各実験グループで問題となっているバックグラウンド源につ
いて情報を交換・共有し、将来の実験装置の高感度化に向け
た低バックグラウンド技術の研究開発のアイデア等に関して
話し合う。

• 過去の研究会
1. 2015年3月 淡路島
2. 2016年3月 徳島大学
3. 2017年3月 飛騨 流葉山荘
4. 2018年3月 天童
5. 2019年3月 東北大 (新学術研究会と共催)
6. 2020年6月 オンライン(新学術研究会と共催)

• 第七回(オンライン)
– 参加登録者：84名

趣旨
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第3回

第1回



• 「地下宇宙」の実験系計画研究および公募研究
– 24日午前 A班（二重ベータ崩壊）
– 24日午後 B班（暗黒物質）/D02班（低温技術）
– 25日午前 D01班（低放射能技術）
– 25日午後 C班（背景ニュートリノ）

• 専門家によるチュートリアル講演
– 24日午後：富山大 波多野雄治 トリチウム
– 25日午前：名古屋大学 富田英生 レーザー微量分析
– 25日午後：東大大気海洋研 吉澤晋 バクテリア
– 25日午後：筑波大学 坂口綾 質量分析

• ディスカッション：25日午後
– 議題 1 地下実験の今後について
– 議題 2 データベースの活用法について
– 議題 3 極低バックグラウンド手法に今後ついて

プログラム
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プログラム
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参加者はbreakout roomとmain sessionを
いつでも自由に移動できます。
前もって誰が参加しているかがわかります。

P01-P13：ポスター発表者（13名）

休憩室01-06：
打ち合わせ等に活用ください。
需要があれば増やせます。

• ポスターセッション
– 24日昼：12:00より(40分間) 12:40 終了
– 24日夕：16:30より(40分間)

• Zoom breakout room機能を使用

これらbreakout roomは
研究会の間常時開いておく
予定です。



• 基本動作は全く一緒です。

• メインセッションへの復帰方法
– 右下の“ルームを退出する”
– “ブレイククアウトルームを退出する”

• “ミーティングを退出する”を選択す
るとすべてのセッションから退出
してしまいます。

• ヘルプが必要な時
– “ブレイクアウトルーム”
– “ヘルプを求める“

•実行委員が対応します

Zoom breakout room
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• 参加者の投票により優秀賞を
選出して表彰します。
– 表彰状および副賞を贈呈します。

• Google Formでの投票をお願い
いたします。
– 良かったと思うポスター3名を
選んで投票してください。

– 投票所は参加登録者にe-mailで
お送りします。

– 投票締め切り：25日昼12時

ポスターセッション優秀賞
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• 研究会HP(仮)
– https://www.lowbg.org/ugnd/workshop/sympo_all/202105_Kobe/index.html

• 日時： 2021年05月19日(水)〜2021年05月21日(金)
• 場所：神戸大学六甲第二キャンパス神大会館(百年記念館)＋オンライン

新学術「地下宇宙」2021年領域研究会
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https://www.lowbg.org/ugnd/workshop/sympo_all/202105_Kobe/index.html

